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木と建材からみた
ミラノサローネ10年

特集

新しいバッシュを

買ってもらった時、

フローリングでためし履きをして

キュッキュッと鳴らしていた。



木
と
建
材
か
ら
み
た

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
10
年

特
集毎

年
4
月
に
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
る
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
国
際
家
具

見
本
市（Salone del M

obile.M
ilano

）は
、そ
れ
に
伴
っ
て
市
内
で
展
開
さ

れ
る
フ
ォ
ー
リ
サ
ロ
ー
ネ（
企
業
が
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
や
特
設
会
場
で
行
う
新
作
発
表

や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
）と
あ
わ
せ
て「
ミ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン

ウ
ィ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
、世
界
最
大
の
デ
ザ
イ
ン
の
祭
典
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。ミ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、日
本
か
ら
も
イ
ン
テ
リ
ア
や
建
築
に

携
わ
る
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
々
が
た
く
さ
ん
視
察
に
訪
れ
て
お
り
、そ
の
数
は

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

私
達
が
ミ
ラ
ノ
デ
ザ
イ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
を
視
察
す
る
目
的
は
、

大
き
く
２
つ
、「
ト
レ
ン
ド
調
査
」と「
商
品
企
画
の
ネ
タ・ア
イ
デ
ィ
ア
探
し
」で

す
。「
ト
レ
ン
ド
調
査
」は
、単
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
色
、素
材
、仕
上
げ
と
い
っ
た
表
面

的
な
デ
ザ
イ
ン
ト
レ
ン
ド
を
掴
む
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
の

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
や
先
鋭
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、そ
の
時
々
の
社
会
背
景
、メ
ガ
ト

レ
ン
ド
を
踏
ま
え
て
出
し
て
く
る
提
案
に
直
に
触
れ
る
こ
と
で
、時
代
の
趨
勢
、こ

れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
。そ
こ
に
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ

を
視
察
す
る
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、2
0
1
8
年
の
視
察
報
告
に
加
え
、木
質
建
材
メ
ー
カ
ー
の
視
点
か

ら
見
た
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
の
過
去
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2018

今年のミラノサローネは、6日間に188カ国・
地域から、過去最高の43万4,509人が来場。
これは隔年で開催されるキッチン・バスルーム
の見本市「ユーロクッチーナ」が開催された
2016年と比べ16％増で、昨年比に至っては
26％もの増加になります。
活況を呈した今年のミラノサローネでしたが、
建材メーカーの視点から今年のトレンドを一
言でいうと、『天然木・大理石といった“本物
素材”のさらなる台頭』です。昨今の世界的
な脱プラスチックのトレンドは、インテリアの
世界にも大きな影響を与えており、そのことが
人の意識を今まで以上に“本物素材”へ向
かわせているように感じます。それでは、今年
のインテリア全般のカラートレンド、そして木
質トレンドについて報告いたします。

年々注目度を増すミラノサローネには、その高
い宣伝効果に期待し、また、新たなビジネス機
会の創出やブランディングを目的として個人の
デザイナーから世界的な巨大企業まで様々な
人・企業が出展しています。今年も趣向を凝ら
した展示やインスタレーションからたくさんの刺
激と気づきを得ることが出来ましたが、その中
でも特に印象的だったものを３つご紹介します。

ミラノサローネ2018  レポート

LOUIS VUITTON

たくさんの革でできた花が天井から吊るされた幻想的
な空間。照明の演出でVUITTONの革のカット技術を
際立たせつつ、美しいブランドの世界観を作り上げて
いた。思わず「すごい…！」と声が出る展示でした。

Panasonic

創立１００周年を迎え、新しいデザインのテーマとして
「TORANSITIONS（遷移）」を掲げるパナソニックが、
目に見えないもの、人の気持ちや体験までもデザイン
していくという強い意志を込めたインスタレーション。
「Air Inventions（空気の発明）」がコンセプト。

Kartell

プラスチック家具のトップブランドが突板の家具を発
表。昨今の環境問題における世界的な脱プラスチッ
クトレンドを象徴するかのようでインパクトがあった。
ちなみに写真のフィリップ・スタルクが持ち上げている
のはアッシュ（タモ）の椅子です。

今年もっとも印象に残ったベスト３
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Molteni&CBaxter

Rossana Orlandi

Minotti

Poliform Poltrona Flau Porada

Glas Italia Cassina

グ
レ
ー
ジ
ュ
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
が
継
続

ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
は
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
グ

レ
ー
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ベ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
ア
ー
ス
カ

ラ
ー
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
特
に
グ
レ
ー
ジ
ュ
、

ト
ー
プ
（
も
ぐ
ら
の
色
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ラ
ウ

ン
）
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
差
し
色
と
し
て
オ

レ
ン
ジ
、
イ
エ
ロ
ー
、
辛
子
色
、
ブ
ル
ー
グ
リ
ー
ン

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
光
の
当
た
り
方
や

見
る
向
き
に
よ
っ
て
色
の
見
え
方
が
微
妙
に
か

わ
る
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト
や
ベ
ロ
ア
な
ど
光
沢
の
あ
る

生
地
、
光
干
渉
に
よ
っ
て
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う
な

虹
色
に
見
え
る
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
と
い
っ
た
素
材
を

使
う
の
も
今
年
の
ト
レ
ン
ド
の
よ
う
で
す
。
イ
ン

テ
リ
ア
の
ト
レ
ン
ド
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
く
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
々
そ
の
タ
イ
ム
ラ
グ

は
小
さ
く
な
り
、
ほ
ぼ
同
時
進
行
的
に
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
連
動
し
た
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Color
Trend

グ
レ
イ
ッ
シ
ュ
カ
ラ
ー
と

ハ
イ
グ
ロ
ス
仕
上
げ

木
質
ト
レ
ン
ド
は
、
オ
ー
ク
と
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト

の
２
大
樹
種
ト
レ
ン
ド
が
継
続
。
今
年
は
オ
ー
ク

の
比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
印
象
で
す
。
着
色
す

る
こ
と
が
多
い
オ
ー
ク
は
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ブ
ラ
ッ

ク
、
モ
カ
ブ
ラ
ウ
ン
、
グ
レ
ー
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
が
、
中
で
も
グ
レ
ー
は
薄
い
も
の
か
ら
濃
い

も
の
ま
で
幅
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
ー

ク
を
は
じ
め
、
ア
ッ
シ
ュ
、
エ
ル
ム
（
ニ
レ
）
な
ど

の
環
孔
材
樹
種
へ
の
着
色
は
、オ
ー
プ
ン
ポ
ア
（
道

管
の
凹
凸
を
残
す
）
仕
上
げ
に
し
た
り
、
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
加
工
を
施
し
た
う
え
に
、
道
管
部
分
と

そ
の
他
の
部
分
に
色
差
を
付
け
る
な
ど
、
木
目

を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
着
色
を
し
て
も

素
材
感
を
損
な
わ
な
い
仕
上
げ
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
ツ
ヤ
感
に
関
し
て
は
、
マ
ッ
ト
な
も
の

が
多
い
の
で
す
が
、
ハ
イ
グ
ロ
ス
な
も
の
の
比
率

も
少
し
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
と
く
に
「
照

り
」
の
あ
る
樹
種
は
ツ
ヤ
を
上
げ
る
こ
と
で
天

然
木
な
ら
で
は
の
美
し
い
光
沢
が
生
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
光
の
当
た
り
方
で
色
の
見

え
方
が
か
わ
る
素
材
使
い
の
ト
レ
ン
ド
と
相
ま
っ

た
傾
向
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Woody
Trend

左写真のアップ。オープンポア仕上げ。グレイッシュ着色のオーク「Poliform」ウォルナット「Natuzzi」

マットなエルム「MisuraEmme」ハイグロスのバーチ「ARMANI CASA」 ハイグロスのエルム「MisuraEmme」
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イタリアで床といえば大理石とタイルのイメージが強いのですが、
比較的裕福な家庭では「木の床」を貼るケースが増えてきている
そうです。今回、ミラノ郊外にあるＭ様邸に伺いました。ヨーロッパ
における木の床はほとんどがオーク材です。こちらのお宅でもオー
クの挽き板フローリングがデザイン貼りされていました。黒いボー
ダー部分の樹種はウェンジ。オークの挽板には擦り込み系のホ
ワイト着色が施されています。日本ではあまり見られない主張の
強いデザインですが、グレイッシュトーンのインテリアとマッチして
おり、デザイン好きなイタリアならではの感性の高さを感じました。

イタリアの一般住宅の床

コ ラ ム 世 界 の 床  vol.1

主張のあるデザインを
使いこなす感性

nendoの個展「forms of movement」にて佐藤オオキ氏と。

コンパクトキッチンを提案した「sanwacompany」。
日本企業で初めてのアワードを受賞。

８年ぶりの出展となったSONY。「Hidden Senses」というコンセプトの
もと、ストーリーを持った体験をユニークなプロダクトや空間と共に提案。

クッチーナブースで見たキッチン面材のカラーバリエーションサンプル。
今年のトレンドカラーを象徴しています。

サーモ処理で色付けされたオークのキッチン扉「Boffi」。

絶滅危惧動物をテーマにインテリアを展開した
オランダのデザインカンパニーmoooi。

nendoの個展「forms of movement」にて、タイルメーカーX’Sの
粘土自体が押し合って成型する陶磁器タイル。

初出展したgoogle のテーマは「softwear」。
ハイテクとその真逆のクラフトを融合させた心地よい展示であった。

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
2
0
1
8  

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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オーク

その他
（チーク）
（エボニー）
（ゼブラ）

樹種比率樹種比率樹種比率
40％

30％

30％

オーク

その他

樹種比率
40％

30％

30％

オーク

その他
（エルム）
（アッシュ）
（タガヤサン）

35％

35％

オーク

その他
（エルム）
（アッシュ）
（シダー）

ウォルナットウォルナットウォルナット

40％

30％30％ ウォルナット30％

２大樹種で 70%２大樹種で 70%２大樹種で 70%

2008200920102011
柔
ら
か
さ・素
材
感・タ
イ
ム
レ
ス
な
価
値

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
50
年
、イ
タ
リ
ア
建
国
1
5
0
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
。街
の
通
り
に
は
国
旗
が
掲
げ
ら
れ
、イ
タ
リ
ア
の

家
具
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
は
国
旗
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
家
具
が
展

示
さ
れ
た
。グ
レ
ー
や
ブ
ラ
ウ
ン
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
き
の

あ
る
ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
に
彩
度
の
低
い
イ
エ
ロ
ー
、ブ
ル
ー
、パ
ー

プ
ル
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
取
り
入
れ
る
ス
タ
イ
ル
が
ト
レ
ン

ド
。木
質
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
、オ
ー
ク
の
ト
レ
ン
ド
は
継
続
。塗

装
、着
色
、加
工
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
る
、思
わ
ず
触
れ
た
く

な
る
素
材
感
も
特
徴
。古
木
の
よ
う
に
使
い
込
ま
れ
た
よ
う
な

ビ
ン
テ
ー
ジ
感
や
経
年
変
化
の
味
を
施
し
タ
イ
ム
レ
ス
な
価

値
を
感
じ
さ
せ
る
仕
上
げ
も
よ
く
見
ら
れ
た
。

ク
リ
ア
オ
ー
ク
と
ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ル
ム
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
感
を
演
出

ク
リ
ア
仕
上
げ
の
オ
ー
ク
や
ア
ッ
シ
ュ
な
ど
淡
い
色
目
の
樹
種

を
使
っ
た
り
、ラ
ウ
ン
ド
フ
ォ
ル
ム
な
ど
で
優
し
い
ナ
チ
ュ
ラ
ル

な
イ
メ
ー
ジ
の
演
出
が
多
く
見
ら
れ
た
。ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ

ト
の
ミ
ニ
マ
ル
な
空
間
に
低
彩
度
な
オ
レ
ン
ジ
、オ
リ
ー
ブ
、ブ

ル
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
取
り
入
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
多

く
、樹
種
は
２
大
樹
種
の
オ
ー
ク
、ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
ほ
か
、タ

ガ
ヤ
サ
ン
な
ど
の
希
少
材
も
見
ら
れ
た
。オ
ー
ク
は
ク
リ
ア
で

ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
仕
上
げ
る
ほ
か
ブ
ラ
ウ
ン
着
色
も
多
い
。ウ
ォ

ル
ナ
ッ
ト
は
白
太
を
生
か
し
た
も
の
が
見
ら
れ
始
め
た
。

ホ
ワ
イ
ト
な
空
間
と
経
年
に
よ
る
味
わ
い

景
気
悪
化
の
影
響
を
受
け
て
全
体
的
に
地
味
で
、ど
ち
ら
か

と
言
え
ば
暮
ら
す
人
の
目
線
に
た
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
提

案
型
の
展
示
が
多
か
っ
た
。昨
年
の
モ
ノ
ト
ー
ン
ミ
ニ
マ
ル
か

ら
少
し
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
寄
り
に
。新
し
い
要
素
と
し
て
経
年
変

化
に
よ
る
味
わ
い
と
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
演
出
が
プ
ラ
ス

さ
れ
た
。時
間
を
価
値
と
し
て
訴
求
す
る
と
い
う
の
が
こ
の
年

の
ト
レ
ン
ド
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
。全
体
の
カ
ラ
ー
と
し
て
は

ホ
ワ
イ
ト
が
ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
と
し
て
多
く
見
ら
れ
た
。木
質
化

粧
材
は
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
や
イ
タ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ル
ナ
ッ

ト
の
ク
リ
ア
塗
装
、オ
ー
ク
は
オ
ー
プ
ン
ポ
ア
仕
上
げ
の
ク
リ

ア
、も
し
く
は
グ
レ
ー
、ス
モ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
系
の
着
色
が
多

く
見
ら
れ
た
。

直
線
的・平
面
的
な
モ
ノ
ト
ー
ン
ミ
ニ
マ
ル

ブ
ラ
ッ
ク
＆
ホ
ワ
イ
ト
の
モ
ノ
ト
ー
ン
ミ
ニ
マ
ル
が
ト
レ
ン
ド
。

景
気
が
悪
い
と
き
は
モ
ノ
ト
ー
ン
が
流
行
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
繋
が
る
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
が
前
年
に
発
生
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。木
質
系
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
と
オ
ー
ク
が
２
大
樹
種
。

オ
ー
ク
は
ク
リ
ア
か
ブ
ラ
ッ
ク
着
色
が
多
い
印
象
。木
質
系
は

比
較
的
マ
ッ
ト
な
仕
上
げ
が
多
い
が
、チ
ー
ク
、エ
ボ
ニ
ー（
黒

檀
）、ゼ
ブ
ラ
ウ
ッ
ド
な
ど
縞
系
の
樹
種
は
グ
ロ
ス
仕
上
げ
で

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
。壁
掛
け
タ
イ
プ
の
薄
型
テ
レ
ビ
の

普
及
と
と
も
に
壁
面
と
の
一
体
感
を
持
た
せ
た
可
動
式
の
壁

面
収
納
家
具
が
多
く
見
ら
れ
た
。

２大樹種
（ウォルナット・オーク）で

70%
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樹種比率樹種比率樹種比率樹種比率

オークオークオーク

その他
（エルム）
（パイン）
（メイプル） 40％35％

40％50％

ウォルナットウォルナット

オーク

30％

45％40％

ウォルナット30％ ウォルナット
20％

その他
（エボニー）
（ローズウッド）
（パリサンダー）

その他
（アッシュ）
（ユーカリ）
（マホガニー）
（パイン）

その他
（エルム）
（チーク）
（マホガニー）

15％
25％

ユーカリ

12％アッシュ

8％

10％

２大樹種で 80%２大樹種で 85%２大樹種で 75%２大樹種で 70%

2012201320142015

Live N
atural

プ
レ
ミ
ア
ム

nendo

デ
ザ
イ
ン
が
デ
ビ
ュ
ー
！

シ
ッ
ク
モ
ダ
ン
＆
エ
レ
ガ
ン
ト
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、グ
レ
ー
、ベ
ー

ジ
ュ
を
基
調
と
し
た
シ
ッ
ク
な
イ
ン
テ
リ
ア
が
目
立
つ
。ベ
ル
ベ
ッ

ド
素
材
や
チ
ェ
ッ
ク
、幾
何
パ
タ
ー
ン
を
用
い
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

感
と
ク
ラ
シ
カ
ル
な
テ
イ
ス
ト
を
加
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が

多
く
見
ら
れ
た
。ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
、オ
ー
ク
の
２
大
樹
種
に
変
わ

り
は
な
い
が
、こ
の
年
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
存
在
感
が
強
い
。ま
た

オ
ー
ク
で
は
特
に
グ
レ
ー
着
色
が
多
い
印
象
。ス
モ
ー
ク
仕
上
げ

の
ユ
ー
カ
リ
の
柾
目
使
い
も
昨
年
に
引
き
続
き
多
く
見
ら
れ
た
。

佐
藤
オ
オ
キ
率
い
る
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
スnendo

が
デ
ザ
イ
ン
を

手
が
け
た
当
社
の「Live N

atural 

プ
レ
ミ
ア
ム stream

」が
発

表
さ
れ
た
。デ
ザ
イ
ナ
ー
の
視
点
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
新
し
い
発

想
の
建
材
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
た
。

ス
モ
ー
ク
ユ
ー
カ
リ
の
台
頭

引
き
続
き
ダ
ー
ク
ブ
ラ
ウ
ン
、グ
レ
ー
な
ど
低
彩
度
な
ベ
ー
ス

カ
ラ
ー
で
、樹
種
も
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
、オ
ー
ク
が
メ
イ
ン
。オ
ー

ク
は
モ
カ
、ブ
ラ
ウ
ン
系
の
着
色
が
多
い
が
、こ
の
頃
か
ら

ユ
ー
カ
リ
と
と
も
に
、熱
処
理
で
濃
色
に
仕
上
げ
る
ス
モ
ー
ク

仕
上
げ
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。前
年
か
ら
見
ら
れ
始

め
た
ユ
ー
カ
リ
は
価
格
の
高
騰
す
る
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
代
替
樹

種
と
し
て
今
後
拡
大
し
て
い
く
。ま
た
、ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
木
目

は
減
少
傾
向
に
移
り
、徐
々
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
キ
レ
イ
目
な

木
目
使
い
に
シ
フ
ト
し
始
め
た
。

ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド・

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ン
ド
の
拡
大

グ
レ
ー
、グ
レ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
ベ
ー
ス
カ
ラ
ー
に
彩
度
の
低
い

イ
エ
ロ
ー
や
ブ
ル
ー
な
ど
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
。ま
た
、ア
ク
セ
ン

ト
カ
ラ
ー
は
ビ
ビ
ッ
ド
な
色
合
い
か
ら
パ
ス
テ
ル
系
パ
ウ
ダ
ー

系
ま
で
幅
広
く
見
ら
れ
た
。定
番
の
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
、オ
ー
ク
の

２
大
樹
種
で
は
オ
ー
ク
の
存
在
感
が
増
し
た
。ま
た
、エ
ボ

ニ
ー
、ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
、パ
リ
サ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
希
少
材
が
増

加
傾
向
。節
や
割
れ
、道
管
の
凹
凸
の
激
し
い
も
の
を
ワ
イ
ル

ド
ウ
ッ
ド
と
呼
ん
で
意
匠
に
活
か
す
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
が
本
格
的

に
増
加
し
た
。ワ
イ
ル
ド
ウ
ッ
ド
は
家
具
だ
け
で
な
く
床
に
使

用
す
る
ブ
ー
ス
も
多
く
、洗
練
さ
れ
た
家
具
に
わ
ざ
と
床
材
で

ラ
フ
な
印
象
に
崩
す
手
法
が
見
受
け
ら
れ
た
。

マ
ッ
ト
仕
上
げ
の
進
化
と

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
活
用

ホ
ワ
イ
ト
、グ
レ
ー
、グ
レ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
彩
度
の
低
い
ベ
ー

ス
カ
ラ
ー
に
、オ
レ
ン
ジ
、タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
、ピ
ン
ク
な
ど

ビ
ビ
ッ
ド
な
カ
ラ
ー
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
用
い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
。景
気
の
回
復
傾
向
に
合
わ
せ
て
ビ
タ
ミ
ン
カ
ラ
ー
が
少
し

ず
つ
増
え
て
き
た
印
象
。樹
種
は
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
、オ
ー
ク
が
メ

イ
ン
は
変
わ
ら
ず
、そ
の
他
の
樹
種
は
エ
ル
ム
、パ
イ
ン
、メ
イ

プ
ル
が
目
に
つ
い
た
。ま
た
、ア
ウ
ト
ド
ア
家
具
に
お
い
て
は
耐

水
性
の
高
い
チ
ー
ク
、イ
ロ
コ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。仕
上

げ
は
素
材
に
近
い
マ
ッ
ト
な
仕
上
げ
と
鏡
面
に
近
い
仕
上
げ

に
二
極
化
。ま
た
節
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
補
修
し
デ
ザ
イ

ン
の
一
部
と
し
て
活
用
、ラ
フ
ソ
ー
ン
な
ど
の
加
工
も
拡
大
・
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
仕
上
げ
が
増
え
て
き
た
。
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樹種比率樹種比率

その他
（チーク）
（エルム）
（サペリ）

10％
アッシュ

20％

10％ユーカリ

オーク

その他
（マホガニー）
（ローズウッド）
（パリサンダー） 30％

25％

オーク

25％

15％ユーカリ

アッシュ

ウォルナット
35％ ウォルナット

20％

10％

２大樹種で 60%２大樹種で 55%

20162017

こ
の
10
年
の
ト
レ
ン
ド
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、ス
タ
イ
ル
は

ほ
ぼ
シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン
の
範
疇
に
あ
る
も
の
の
カ
ラ
ー
は
大
き
く

モ
ノ
ト
ー
ン
か
ら
グ
レ
ー
、ブ
ラ
ウ
ン
、ベ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
ア
ー
ス

カ
ラ
ー
へ
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

木
質
に
関
し
て
は
、ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
と
オ
ー
ク
の
２
大
樹
種

の
人
気
が
継
続
し
て
い
ま
す
。2
0
1
2
年
こ
ろ
か
ら
大
き

な
節
や
白
太
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
か
し
た
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
木
目
が
使
わ
れ
は
じ
め
、近
年
で
は
当
た
り
前
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
ひ
と
つ
の
ス
タ
イ
ル

と
し
て
定
着
し
ま
し
た
が
、こ
こ
数
年
は
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と

き
れ
い
目
な
木
目
使
い
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。大
き
な
節
な
ど
を
使
っ
た
荒
々
し
い
表
情
は
減
少
傾

向
で
す
が
、き
ら
き
ら
と
光
沢
を
放
つ
照
り
や
経
年
変
化
に

よ
る
風
合
い
と
い
っ
た
天
然
木
な
ら
で
の
特
徴
を
取
り
入
れ

る
デ
ザ
イ
ン
は
、年
々
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、10
年
間
で
の
ト
レ
ン
ド
の
変
化
が
見
て
取
れ

ま
す
が
、逆
に
変
わ
ら
な
い
も
の
は〝
本
物
〞と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
っ
て
新
素
材
や
、３
D
プ
リ
ン

タ
ー
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
新
加
工
技
術
が
生
ま
れ
る
一
方

で
、天
然
素
材
の
価
値
は
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。素
材
に
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、や
は
り
、

〝
本
物
〞だ
か
ら
こ
そ
、表
現
が
で
き
た
り
、伝
わ
る
も
の
が
あ

り
、イ
ン
テ
リ
ア
に
は
、天
然
木
の
持
つ〝
素
材
の
力
〞が
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
の
フ
ィ
エ
ラ
会
場
、フ
ォ
ー
リ
を
廻
っ
て
い
る

と
、毎
年
、必
ず
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
空
間
や
プ
ロ
ダ
ク
ト

に
出
会
え
ま
す
。感
動
と
共
感
を
も
っ
て
受
け
止
め
て
も
ら

え
る
も
の
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
、シ
ン

プ
ル
な「
美
し
さ
」「
気
持
ち
よ
さ
」「
心
地
よ
さ
」を
持
つ
も
の

で
あ
っ
た
り
、作
り
手
側
の「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」や「
思
い
」を
感
じ

取
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、自
分
の
人
生
観
や
美
意
識
に
響
く

「
物
語
性
」を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

私
た
ち
が
扱
う
天
然
木
は
、も
と
も
と
、表
情
の「
美
し

さ
」、触
っ
た
時
の「
気
持
ち
よ
さ
」、香
り
も
含
め
た「
心
地
よ

さ
」、樹
種
や
そ
の
木
固
有
の「
物
語
性
」を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
要
素
を
引
き
出
し
、さ
ら
に
、そ
こ
に
ど
の
よ
う
な

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、ど
れ
だ
け
の「
思
い
」が
込
め
ら
れ
る
か
が
、私

た
ち
の
テ
ー
マ
で
す
が
、新
し
い
商
品
や
提
案
は
、時
代
の
潮

流
を
捉
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
、ユ
ー
ザ
ー
の
心
を
掴
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

い
ま
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、人
の
感
性
に
訴
え
、人
の

心
に
豊
か
さ
を
与
え
ら
れ
る
も
の
を
生
み
出
す
た
め
の
ヒ
ン
ト

や
ア
イ
デ
ィ
ア
、様
々
な
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る
、世
界
最

大
の
デ
ザ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト「
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
」に
、今
後
も
注

目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
年
を
振
り
返
っ
て

変
わ
ら
な
い「
本
物
」の
価
値

赤
系
樹
種
の
台
頭・

杢
と
照
り
に
よ
る
躍
動
感

ア
ー
ス
カ
ラ
ー
を
ベ
ー
ス
に
強
め
の
カ
ラ
ー
を
加
え
た
エ
ス

ニ
ッ
ク
カ
ラ
ー
。グ
レ
ー
、ブ
ラ
ウ
ン
、ベ
ー
シ
ュ
に
組
み
合
わ

せ
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
カ
ラ
ー
が
昨
年
よ
り
も
濃
く
大
き
な

面
積
で
使
わ
れ
て
い
た
。オ
ー
ク
、ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
２
大
樹
種

は
変
わ
ら
な
い
が
、赤
や
オ
レ
ン
ジ
、カ
ッ
パ
ー
と
い
っ
た
カ

ラ
ー
ト
レ
ン
ド
に
伴
い
、マ
ホ
ガ
ニ
ー
、ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
、パ
リ

サ
ン
ダ
ー
な
ど
赤
系
樹
種
が
拡
大
。ま
た
、そ
れ
ら
の
樹
種
に

特
徴
的
な
杢
や
照
り
を
効
果
的
に
使
い
素
材
の
躍
動
感
を
演

出
し
て
い
た
の
も
特
徴
的
で
あ
っ
た
。す
べ
て
の
も
の
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
る
I
o
T
が
進
む
な
か
で
、空
間
に
癒
し

効
果
を
も
た
ら
す
天
然
木
へ
の
注
目
度
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
く
印
象
。

木
目
を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
使
う

き
れ
い
目
デ
ザ
イ
ン

グ
レ
ー
、ブ
ラ
ウ
ン
、ベ
ー
ジ
ュ
な
ど
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
が
継
続
。

オ
ー
ク
と
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
２
大
樹
種
は
変
わ
ら
な
い
が
、

ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
比
率
が
昨
年
以
上
に
高
ま
っ
た
印
象
。ス

モ
ー
ク
ユ
ー
カ
リ
は
定
番
化
し
た
。節
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
多
用
し
た
激
し
い
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
は
少
な
く
な
り
、キ

レ
イ
目
な
木
目
使
い
が
主
流
で
ブ
ッ
ク
マ
ッ
チ
や
ス
リ
ッ
プ

マ
ッ
チ
と
い
っ
た
伝
統
的
な
パ
タ
ー
ン
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
並
べ

る
意
匠
表
現
が
多
く
の
ブ
ラ
ン
ド
で
見
ら
れ
た
。一
方
で
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
適
度
に
活
用
し
た
ほ
ど
ほ
ど
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
は
定
番
化
し
た
。フ
ォ
ー
リ
サ
ロ
ー
ネ
で
は
、木
の
経
年
変

化
で
愛
着
を
表
現
し
た
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー

「SETU
N
A

」が
話
題
に
な
っ
た
。
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キ ニ ナ ル

デ ザ イ ン

ケ ン チ ク

築80年古民家再生プロジェクト
日本初のキュレーションホテル

「熱海桃乃八庵」

日
本
初
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と
い
う
こ
と
で
す
が

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
「
目
利
き
」
を
指
し
ま
す
。

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
見
立
て
た
作
品
、
空
間
、
そ
れ
ら
を

体
験
し
楽
し
み
な
が
ら
滞
在
で
き
る
複
合
宿
泊
施
設
で
す
。
現
在
、
ホ
テ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
先
進
国
で
あ
る
英
国
の
ホ
テ
ル
ト
レ
ン
ド
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ホ
テ
ル
と
い
う
流
れ
に
動
い
て
き
て
い
ま
す
。
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

と
は
、
地
元
の
文
化
に
根
差
し
た
も
の
、
地
元
の
素
材
だ
っ
た
り
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
と
い
っ
た
人
達
の
力
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
す
る
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
よ
う
な
場
で
、
こ
の
空
間
に
あ
る
ア
ー
ト
や
伝
統
工
芸
品
は
基

本
的
に
オ
ー
ダ
ー
し
て
頂
け
ま
す
。「
こ
う
い
う
使
い
方
が
出
来
ま
す

よ
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
頂
き
、
体
験
し
、
そ
し
て
経
験
だ
け
で
は
な

く
持
ち
帰
り
ご
自
身
の
生
活
に
取
り
入
れ
て
頂
く
。
ア
ー
ツ
ア
ン
ド
ク
ラ

フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
心
と
な
る
の
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
す
。

熱
海 

桃
乃
八
庵
に
つ
い
て

築
8
0
年
を
超
え
る
古
民
家
を
、
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
と
し
て
蘇
ら
せ

る
に
あ
た
り
で
き
る
だ
け
当
時
の
貴
重
な
意
匠
を
残
し
、
耐
震
基
準
を
ク

リ
ア
す
る
新
た
な
工
法
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
設
計
図
は
無
く
大
工
が

ひ
と
つ
ひ
と
つ
状
況
を
あ
た
り
、
使
え
る
材
を
見
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い

る
の
で
天
井
や
建
具
、
組
木
細
工
な
ど
当
時
の
意
匠
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
巾
木
は
解
体
し
た
天
井
の
太
い
梁
を
ス
ラ
イ
ス

し
て
再
利
用
。
木
目
や
節
な
ど
、
ど
の
部
分
を
使
用
す
る
か
は
優
秀
な
大

工
の
見
立
て
で
す
。
空
間
に
つ
い
て
は
熱
海
と
い
う
土
地
柄
、
全
体
的
に

海
の
表
情
を
髣
髴
さ
せ
る
し
つ
ら
え
に
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ソ
ー
ル
周

辺
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
色
な
ど
海
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
繋
い
で
い
ま
す
。

通
常
空
間
に
強
い
エ
レ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
る
と
デ
ザ
イ
ン
が
瓦
解
し
が
ち
で

す
が
、
何
か
で
繋
ぐ
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
き
、
ま
た
ど
の
角
度
か

世界的なデザイン賞で入賞。築80年超の元旅館別館として
使われた「古民家再生プロジェクト」。2階キッチンに、当社
の床材 DESIGN PREMIUM BRUSH を採用頂きました
インテリアデザイナーの澤山乃莉子さんにお話を伺いました。

DESIGN PREMIUM BRUSH アッシュを採用頂いたキッチン。天井はいったん表し木部を洗い、表情を際立たせている。
カウンターキャビネットには伝統の和ダンス用金具、トップはアクリルレジンに越前和紙を立体的に埋め込んだもの。和紙プロデューサーがフランスの
会社と共同制作した世界初の作品だそう。和紙と光は相性が良く木枠四方から照明で照らすことでより幻想的な印象に。

「桃乃八庵」が建つエリアは昭和初期
に開発され、皇族や財閥の別荘がこ
ぞって建てられた景勝地。「桃乃八庵」
のリビングからは手入れの行き届いた庭
の先に熱海の海が望める。
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ら
見
て
も
絵
に
な
る
よ
う
に
家
具
や
ア
ー
ト
を
配
置
を
し
て
い
ま
す
。
伝

統
工
芸
品
と
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ア
ー
ト
が
共
演
す
る
、
日
本
の
伝
統
と

美
を
伝
え
ら
れ
る
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

ご
採
用
頂
い
た
D
E
S
I
G
N 

P
R
E
M
I
U
M 

B
R
U
S
H

ア
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い

う
づ
く
り
が
好
き
な
の
で
、
B
R
U
S
H
の
木
目
を
浮
き
立
た
せ
た
仕

上
が
り
、
そ
れ
に
よ
る
足
ざ
わ
り
が
良
い
で
す
ね
。
ス
リ
ッ
パ
を
履
か
な

い
生
活
な
の
で
足
ざ
わ
り
は
大
切
で
す
。
そ
し
て
木
材
の
自
然
な
風
合
い

を
感
じ
さ
せ
る
加
工
と
巾
広
デ
ザ
イ
ン
。
木
材
を
巾
広
く
取
る
と
い
う

こ
と
は
技
術
の
高
さ
で
も
あ
り
、
何
よ
り
も
木
目
が
美
し
く
綺
麗
に
出

ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
ア
ッ
シ
ュ
と
い
う
樹
種
の
色
合
い
の
美
し
さ
、
ど
れ

を
取
っ
て
も
大
満
足
で
す
。
当
時
の
意
匠
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
床
の
間
や
、

伝
統
工
芸
を
あ
し
ら
っ
た
キ
ッ
チ
ン
、
扉
、
家
具
等
と
も
合
っ
て
い
ま
す

よ
ね
。

（
取
材
・
田
中
）

澤山乃莉子
一般社団法人 英国インテリアデザインビジネス協
会（ＢＡＢＩＤ）会長。ＢＩＩＤ日本支部プレジデント。ＢＩＩＤ 
Member。ＮＳＤＡロンドンインテリアデザインオフィ
ス代表。　
2000年にロンドンで起業以来住宅、ホテルレストラ
ン、家具デザイン、大手の開発事業などを手掛け、
2016年６月には歴代8人目となる「BIID Merit 
Award 2016」受賞、2016 D&D Award入賞等、
日英での受賞や雑誌掲載も多数。長年にわたるプ
ロ向け欧州トレンドレポート、プロ向けデザイン塾主
宰など、執筆・教育・講演分野でも活躍。日欧双方の
視点からのデザイン各分野への提言は常に高い評
価を誇る。

キッチンには80年前の意匠をそのまま残した床の間も。
材料から家具、工芸まで新旧織り交ぜて配置されたしつらえの中に、DESIGN PREMIUM BRUSH アッシュも自然と溶け込んでいる。
床の間の右側には、澤山さんがデザインしたキャビネットをキャンバスに、ファッションデザイナー斉藤上太郎氏が手描きしたアートな一品も。

❶2階リビング・ダイニング。もともと４つあった和室を繋げ、34畳の大空間に生まれ変わった。天井の梁は洗
いをかけて使用。本来木の色はひとつひとつ違うものだが洗いの掛け方や回数によって同じ色へ仕上げるこ
とができる。これも優秀な大工や職人の技術がなせる業。❷❸2階廊下。天井、組木細工などオリジナルの
意匠を残した空間となっている。❹❺1階寝室。畳に壁は聚楽塗り。床の間で使われている材料は全て解体
部分からの銘木や建具を再利用している。障子は空間に合わせ澤山さんがデザイン製作されたもの。❻❼
幕末に海外に大量に流出した日本のアートを里帰りさせることも桃乃八庵では重要な役割。こちらは長崎で
作られた螺鈿細工のキャビネット。❽２階リビング・ダイニング。伝統工芸とコンテンポラリーアートが共演する
ショーケースな空間には、澤山さんデザインのカリモク家具「蓮夕」シリーズをコーディネート。

❶

❹

❷

❺

❻

❼

❽

❸
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知ってると役立つ
床のおはなし

木 と 語り合う さまざまな樹種の特徴
物語をご紹介

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
に
は
、
住
宅
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
住

宅
内
装
用
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
、
店
舗
や
商
業
施
設
な

ど
で
使
用
さ
れ
る
内
装
土
足
用
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
が
あ

り
ま
す
。

土
足
用
は
、
多
数
の
人
の
歩
行
や
砂
・
雨
水
の
持
ち

込
み
に
よ
り
、
一
般
的
に
住
宅
用
と
比
較
し
て
厳
し

い
環
境
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
土
足
用
と
住
宅
用
と
で

は
、
大
き
く
分
け
て
①
意
匠
性
②
基
材
③
塗
装
の
3

つ
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

当
社
の
場
合
、
意
匠
性
の
違
い
は
、
使
用
す
る
木
材

の
グ
レ
ー
ド
の
違
い
に
よ
っ
て
現
れ
ま
す
。
住
宅
用

で
は
、
大
き
な
節
や
白
太
な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

入
ら
な
い
部
分
だ
け
を
使
用
し
た
も
の
が
主
流
で
す

が
、
土
足
用
で
は
住
宅
用
の
仕
様
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ

た
木
材
も
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
大
き
い
（
荒
々
し
い
）
木
材
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

基
材
に
は
、
雨
に
濡
れ
た
靴
に
踏
ま
れ
る
こ
と
を
想

定
し
、
住
宅
用
で
使
用
す
る
合
板
よ
り
も
接
着
耐
久

性
の
高
い
合
板
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

塗
装
は
、
土
足
で
歩
く
た
め
に
強
度
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
宅
用
よ
り
も
傷
な
ど
に
強
い

塗
装
を
施
し
て
い
ま
す
。
塗
装
性
能
と
し
て
は
、
耐

傷
性
・
耐
摩
耗
性
・
耐
ヒ
ー
ル
マ
ー
ク
（
靴
で
地
面

を
擦
っ
た
と
き
に
、
靴
底
の
ゴ
ム
に
よ
っ
て
付
着
す

る
黒
い
汚
れ
）
性
の
３
つ
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
輝
度
を
落
と
す
こ
と
で
、
傷
が
つ
い
た
と
き

に
目
立
ち
に
く
く
し
て
い
ま
す
。

スプルース　立ち木

（
文
・
榮
）

［参考図書］世界木材図鑑、木材辞典

スプルースは北半球の様々な地域に分布している常緑針葉

樹です。スプルースの仲間は世界で50種類近くの呼び名をもっ

ています。

北米産のものは「シトカ・スプルース」「シトカ・トウヒ（唐檜）」と

呼ばれており、樹高が70ｍを超えることもある、スプルースの仲間

では最大のものです。アコースティックギターのボディトップ材とし

て使われることでも有名です。

ヨーロッパ産のものは「ヨーロピアンスプルース」「ホワイトウッ

ド」と呼ばれており、ヨーロッパからロシア西部まで広い範囲に分

布し、ノルウェーでは昔ながらのクリスマスツリーに用いられます。

スプルースの木理は通直、肌目は緻密、材色は白色に近いもの

から淡黄褐色、気乾比重は0.45程度。材質は軽いが強固で加工

性がよく、また白手のきれいな材色であることから、広範囲に利用

されている木です。建築用の造作材や建具、家具など多岐にわた

りますが、日本では特に障子の骨材として見受けられます。

ライト兄弟の世界初の飛行機に使われたのは軽くて強いという

性質から、バイオリンのストラディバリウスの表板に使われたのは

寒冷な気候の影響で木目が緻密かつ均一に整っていて素晴らし

い音質に繋がるから、ということだそうです。

材色が白っぽく、日焼けで褐色がかっていくことから、着色して使

うのがよいとも言われますが、実際はきれいな白色と肌目そのまま

で利用され、自然な経年変化を受け入れるケースが多いようです。

スプルースは一般的には安物とか、耐久性が低いとされていま

す。ただこれだけ明るく軽快で、美しい見えがかりを持ち、加工し

やすく、なんといっても安いということで、その性質を知って利用す

れば、使い勝手にたいへん優れた材料と言えるでしょう。 （文・脇）

産地・分布：北アメリカ、ヨーロッパ

分　　　類：マツ科の針葉樹

樹　　　高：30ｍから70ｍ超まで

胸高さ樹径：0.8～1.8ｍくらい

用　　　途：住宅の内装造作材、家具の骨材、梱包箱、

　　　　　　弦楽器の表層材、クリスマスツリーなど

スプルース

（上）スプルースの葉っぱ
（中）スプルースのさわやかな
　　表情を活かした内装用壁材
（下）アコースティックギターへの使用例
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編集後記

実は昨年結婚しました！1月に顔合わせ、4月に結納、5月に入籍、7月に引っ越し、9月に結婚
式、11月に新婚旅行と、本当に慌ただしい年になりました。写真もたくさん撮りましたが、最近夫
婦でハマっているのが「しまうまプリント」でのアルバム作りです。この冊子cueの編集も面白い
ですが、「しまうまプリント」もかなり楽しいです。（西村）

日本人でありながら人生50年以上まともな富士山を見たことがなく、先日週末３日間を利用して
「とにかく富士山を見るぞ」の旅に行きました。ところが最初の２日は雨で全く顔を出してくれず、縁
がないなと思った３日め、やっと素晴らしい富士山が現れてくれて大感動！（脇）

今号の取材でインテリアデザイナーの澤山乃莉子さんが手掛けられた熱海桃乃八庵を訪れまし
た。自社製品を採用して頂いたお客様を訪ねる時はいつも心が躍ります。今回の取材でとても
印象的だったのは、地元の大工さんや職人さんの技が光る仕上げの数々。美しい匠の技に、改
めて日本の技術の高さ、素晴らしさを実感しました。（田中）

昨年、登山に初挑戦しました。といっても、入門コースなので1時間～2時間程度のコースなので
すが、運動不足の私にはなかなかハードでした…。ただ、登頂すると綺麗な景色が広がっていて、
疲れも吹き飛びます！また、登頂するまでの道では森林浴ができ、とても癒されました。今年の夏
もまた登りたいなと、今から楽しみです。（山野）

初めまして、今年度入社致しました榮です！「知っトコ豆知識」を担当させていただきました。先日、
初めてサッカー観戦に行ってきました。今までワールドカップをテレビで見る程度だったのですが、
やはり生で見ると迫力が全然違いますね。次は、ゴール裏でファンの皆さんと飛び跳ねながら応
援してみたいです！（榮）

発 行 日  2019年02月15日
編 集 長  西村公孝
デザイン 鈴木信輔（ボールド）
イラスト 鈴木志穂 ［P19］

発　　行 朝日ウッドテック株式会社

07

2018年のミラノサローネ視察は
４人で行かせていただきました。

楽器

と 木
V

iolin
バ
イ
オ
リ
ン

見
た
目
の
印
象
を
決
め
る
裏
板

cue
【cue（キュー） ＝ 手掛かり、きっかけ】

ご意見・ご質問・ご要望等がございましたら、
info2＠woodtec.co.jpまで。

2つの写真のうち、どちらのデザインが好きですか？
この2枚の写真、どちらもバイオリンの裏板です。バイオリ
ンの裏板のデザインは、普段そんなに注目される部分では
ないですが、実はバイオリン奏者の好みが出る部分だそう
です。今回は、バイオリン奏者こだわりの「裏板」について
ご紹介いたします。

なぜ、こだわるのでしょう？

もちろんバイオリンは楽器なので、楽器を選ぶ時に一番大
切なのは、音色にもっとも影響する表板の材質です。“裏
板のデザインは音色にはあまり影響しない”というのが、現
在のバイオリン製作の考え方だそうです。
では、どうして裏板にもこだわるのでしょうか・・・？それは、
バイオリンという楽器が、他の楽器と比べても長期間に
渡って弾きこまれるからです。実際、名器として有名なスト
ラディバリウスは1600～1700年代に作られており、もう
300年以上も弾きこまれています。長期間使いこむものな
ので美しさも欠かせないポイントとなり、表板の材質だけ
でなく裏板のデザインにもこだわる人が多いんです。

裏板のデザインバリエーション

一般的に、バイオリンの裏板には「メープル（楓）」が使わ
れています。中でも、「カーリー杢（虎杢）」という特徴的な

縞模様が入ったメープルは、見た目が美しいことから好ま
れていますが、同じカーリー杢を持つメープルを使っても、
デザインの仕方によってバイオリンの見た目は大きく変
わってきます。
例えば写真のバイオリンの裏板は、右側は裏板の真ん中
で2枚の板を接ぎ合わせたデザイン、左側は裏板全てが1
枚板のデザインです。2枚接ぎの裏板は、カーリー杢の縞
模様が左右対称にデザインされた美しい見た目になりま
すし、１枚板の場合は、単純計算で2枚接ぎの裏板の2倍
の太さの木から板を切り出しているので、贅沢感のある見
た目になります。
このようにデザインが違うと音色も変わるように思います
が、1枚板にも2枚接ぎにも遜色なく名器はあり、どちらが
優れているということはありません。そのため、バイオリン
の裏板のデザインは奏者の好みによって選べるんですね。

どんな模様を選びますか？

メープルを贅沢に使った1枚板か、それとも左右対称な2
枚接ぎか…長期間使いこむ楽器だからこそ、やはり迷い
ますね。しかし、それもまたバイオリンの魅力の１つだと思
います。バイオリンを使われることがあれば、是非、裏板に
も注目してみて下さいね！ （文・山野）
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